











































































あるといえます。そして、この85年、 87年、 89年、 92年というアジア全域を次々に変革し
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ていく大きなうねりは、アジア連合というものを構想するときの一つの社会的基盤である
として把握することができます。
次にアジア連合についてですが、現在東南アジアでは10か国から形成される国際的な地
域組織、 ASEANがあります。このASEANというものの存在のため、ミャンマーという
唯一残った軍事独裁政権が今大きく揺れ動きつつあります。その一方で、中国という独立
国を十いくつも集めたような巨大な国家と、さらに朝鮮半島および日本で構成される東ア
ジア連合という構想もなされています。しかし私はマニラ、バンコク、北京、ソウルとい
った都市が共有する意識を持っているように、東南アジアと東アジアをあわせたアジア全
体に共通の基盤が生まれかけている段階にあると考えています。そしてその基盤は何かと
いうと、人類の巨大な文化遺産である仏教が生みだした空の理論に由来する寛容の精神で
す。これは、日本からヒマラヤの山の中、そしてスリランカにいたるまで、アジア全てが
共有しているもので、狂信と人殺しの時代に対抗できる全く別の精神です。われわれがこ
の精神を死なせないでなんとか持ちこたえてきたのは、まことにありがたいことです。
最後に第五番目の質問であるトランスナショナルな法規範についてですが、これは先ほ
ど梶田先生が述べたられたことに付け加えるところはありません。ただ在留特別許可を求
めて一斉出頭した運動で、法務省が16人に対して付与することを最終的に決意したのは、
われわれが子どもの権利条約に違反する可能性があると指摘したためだと考えています。
結局国際社会学は移民研究そのものとはやはり違うのであって、国際社会学で移民の研
究をおこなう際には、国際社会学の方法を持ってやっていくべきだと思います。国際社会
学は、もう一度いうならば「ローカル」、「ナショナルj、「リージョナルjつまり私がいう
ところの「文明j、それから「グローバルJという四層構造の相互関係のもとに研究対象を
把握します。そしてハイブリッド化、クレオール化ということを重視します。これは単に
文化の側面だけではなく、社会秩序、制度といったもの全てにおいていえます。そのため
国際社会学は移民を研究対象としてもよいが、それが移民研究プロパーに収束してしまっ
ては、この新しい分野のよさを抹殺してしまうでしょう。
(こまい ひろし/中京女子大学)
? ?? ?
